
1 

 

 

二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
一
年
度
ま
で
の
三
か
年

に
わ
た
る
地
球
環
境
基
金
の
助
成
（
ひ
ろ
げ
る
助
成
）
活

動
と
し
て
実
践
し
た
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
都
市
ス
ラ
ム
に

お
け
る
衛
生
行
動
の
変
容
促
進
と
衛
生
環
境
の
形
成
」
の

完
了
に
あ
た
り
、
三
年
間
の
活
動
結
果
な
ら
び
に
今
後
の

展
望
を
総
括
的
に
報
告
す
る
。
な
お
、
二
〇
二
一
年
度
の

活
動
報
告
は
、
本
稿
に
含
め
る
。 

１
．
活
動
概
要 

(

１) 

課
題
と
上
位
目
標 

 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
、
都
市
ス
ラ
ム
（
貧
困
層

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
住
民
の
多
く
は
共
同
ト
イ
レ
を
利
用
し

て
い
る
が
、
共
同
ト
イ
レ
は
多
く
の
人
が
利
用
す
る
た
め
、

衛
生
的
な
使
い
方
と
管
理
が
徹
底
さ
れ
な
け
れ
ば
、
都
市

貧
困
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衛
生
環
境
の
維
持
は
困
難
に

な
り
、
子
供
の
死
亡
原
因
と
な
っ
て
い
る
下
痢
症
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
。 

こ
れ
ま
で
、
都
市
貧
困
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
に
し

た
衛
生
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
共
同
ト
イ
レ
の
設
置
、

更
新
は
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
住
民
の
衛
生
行
動
の
変

容
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
適
正
な
利
用
に
結
び
つ
か
ず
、

適
正
な
施
設
管
理
を
維
持
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
、
不
衛

生
な
環
境
は
改
善
さ
れ
ず
、
住
民
は
下
痢
症
リ
ス
ク
軽
減

と
い
う
受
益
を
享
受
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
従
来
の
衛
生
改
善
活
動
で
は
、
衛
生
に
関
す
る
意
識

変
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
ず
、
衛
生
行
動
の
定
着
に
必
要

な
設
備
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
も
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
活
動
の
上
位
目
標
は
、「
都
市
貧
困
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
衛
生
環
境
を
形
成
す
る
こ
と

「
都
市
ス
ラ
ム
に
お
け
る
衛
生
環
境
形
成
」
活
動
報
告 

 

海
外
技
術
協
力
部 

酒
井 

彰 
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に
よ
っ
て
、
下
痢
症
リ
ス
ク
軽
減
に
寄
与
す
る
」
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し

て
、
次
の
３
点
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
対

応
す
る
活
動
内
容
を
設
定
し
た
。 

ａ
．
住
民
の
衛
生
行
動
の
定
着 

ｂ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
よ
る
自
立
的
衛
生
管
理 

ｃ
．
持
続
可
能
な
衛
生
環
境
の
実
現
に
向
け
た
介
入
プ

ロ
セ
ス
の
現
地
関
係
者
へ
の
伝
搬 

本
活
動
で
は
、
住
民
の
衛
生
行
動
の
定
着
を
図
る
こ
と

を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
に
お
い
た
。
衛
生
行
動
は
、

共
同
ト
イ
レ
の
適
正
利
用
、
適
正
管
理
に
と
っ
て
不
可
欠

で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
に
よ
る
持
続
的
な
衛
生
管
理
で
あ
る
。
衛
生
管
理

は
、
施
設
管
理
だ
け
で
な
く
、
利
用
ル
ー
ル
の
適
正
な
運

用
を
含
む
。
施
設
管
理
と
し
て
は
、
故
障
や
設
備
更
新
期
、

さ
ら
に
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
頻
発
す
る
サ
イ
ク
ロ
ン

等
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
を
含
む
。 

 

本
活
動
の
上
位
目
標
は
、
そ
の
達
成
に
あ
た
っ
て
、
特

別
な
技
術
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
受
益
者
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
暮
ら
す
住
民
の
主
体
的
参
加
の
も

と
、
現
地
の
関
係
者
の
手
に
よ
っ
て
、
現
地
の
資
金
に
よ

り
達
成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
目
標
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
日
本
か
ら
の
支
援
の
役
割
は
、
目
標
達
成
の
必
要

性
な
ら
び
に
ア
ウ
ト
カ
ム
ａ
．
ｂ
．
を
得
る
た
め
の
プ
ロ

セ
ス
を
実
証
し
、
現
地
関
係
者
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。 

(

２) 

活
動
内
容 

 

先
述
の
ア
ウ
ト
カ
ム
ａ
．
ｂ
．
ｃ
．
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

す
る
活
動
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

活
動
１ 

衛
生
行
動
へ
の
変
容
促
進
の
た
め
の
介
入 

 

病
原
微
生
物
の
感
染
経
路
や
感
染
源
ご
と
の
リ
ス
ク

の
大
き
さ
、
感
染
防
止
方
法
に
つ
い
て
、
衛
生
行
動
と
関

連
付
け
な
が
ら
学
ぶ
と
と
も
に
、
衛
生
行
動
へ
の
変
容
に

つ
い
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
Ⅰ
に
続
い
て
、
衛
生
行
動
を
継
続
す
る
う
え
で
、
必
要

に
な
る
共
同
利
用
設
備
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
Ⅱ
を
行
う
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
住
民
が
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参
加
し
て
共
同
利
用
設
備
の
種
類
や
位
置
な
ど
を
決
定

す
る
が
、
感
染
防
止
を
考
え
る
要
素
と
し
て
、
飲
用
に
供

し
て
い
る
井
戸
か
ら
ト
イ
レ
で
使
用
す
る
水
を
汲
む
こ

と
に
起
因
す
る
飲
料
水
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
。

こ
れ
は
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
ト
イ
レ
の
近
く
の

井
戸
か
ら
飲
料
水
を
汲
ん
で
い
る
実
態
が
あ
り
、
水
汲
み
、

水
運
び
、
家
の
な
か
で
の
貯
留
の
過
程
で
汚
染
さ
れ
る
リ

ス
ク
が
あ
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
飲

料
水
源
と
し
て
井
戸
を
分
離
あ
る
い
は
新
た
に
設
置
す

る
こ
と
を
含
め
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
住
民
が
決
定
し
た
内
容
に
基
づ
き
、
ト
イ
レ
周

り
の
給
水
設
備
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
施
設
の
設

置
を
行
う
。 

活
動
２ 

衛
生
環
境
の
維
持
に
責
任
を
も
つ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
に
よ
る
衛
生
管
理
の
実
践 

 

活
動
１
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
（
コ
ミ
ッ
テ
ィ
）
メ
ン
バ
ー
の
人
選
を
行
い
、
組

織
と
し
て
必
要
な
業
務
を
周
知
し
、
各
メ
ン
バ
ー
の
任
務

を
決
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
施
設
の
修

繕
、
料
金
徴
収
な
ど
の
管
理
業
務
を
実
践
す
る
。 

活
動
３ 

持
続
可
能
な
衛
生
環
境
の
実
現
に
向
け
た
介

入
策
の
汎
用
化
と
関
係
機
関
へ
の
提
言 

 

多
く
の
都
市
貧
困
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
持
続

的
な
衛
生
環
境
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
介
入
策
の
汎
用
化

（
介
入
プ
ロ
セ
ス
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な
ど
）
を
図
り
、
関

係
機
関
へ
伝
搬
す
る
。
伝
搬
の
機
会
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。 

  

二
〇
二
〇
年
度
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
実
践
で
き
た
活
動
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。 

① 

活
動
１
に
つ
い
て
は
二
〇
一
九
年
度
に
２
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
一
年
度
に
３
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
併
せ
て
５
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
実
施
。 

② 

活
動
１
の
実
践
が
で
き
た
５
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
立
上
げ
を
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

組
織
形
成
の
際
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
不
十
分
で
、
実
際
の

管
理
業
務
が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
組
織
が
十
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分
機
能
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
組
織

の
目
的
、
責
任
、
ト
イ
レ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
な
ど
の

利
用
ル
ー
ル
、
故
障
へ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
組
織
規
約

の
検
討
を
行
っ
た
。 

③ 

①
②
の
実
践
が
大
き
く
遅
れ
た
こ
と
、
現
地
か
ら
の

的
確
な
情
報
提
供
が
滞
っ
た
こ
と
か
ら
、
活
動
３
の
介
入

策
の
汎
用
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
な
ど
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
持
続
可
能
な
衛
生
環
境
の
形
成
の
た
め
の
プ

ロ
セ
ス
と
関
係
者
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
外
部
支
援
者
）
が

最
低
限
や
る
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を

作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。 

④ 

最
終
段
階
で
行
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
関
係
者
へ
の

成
果
の
周
知
を
意
図
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ

た
の
で
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
持
続
的
な

衛
生
環
境
の
管
理
に
つ
い
て
議
論
し
た
。 

  

な
お
、
２
．
以
降
の
記
述
は
、
実
践
し
た
内
容
を
ベ
ー

ス
と
す
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
よ
る
管
理
に
関
し

て
は
、
実
態
把
握
が
十
分
で
き
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
よ
る
衛
生
管
理
に
関
わ
る
課
題
、
今

後
の
展
開
と
し
て
取
り
組
み
た
い
内
容
の
記
述
が
中
心

と
な
る
。 

２
．
介
入
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て 

 

介
入
に
あ
た
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
人
々
に
は
、
次
の

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、介
入
の
場
面
、場
面
で
も
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

① 

衛
生
（
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
）
行
動
の
た
め
に

必
要
な
知
識
を
学
ぶ 

② 

衛
生
行
動
を
習
慣
づ
け
る 

③ 

衛
生
行
動
の
定
着
に
必
要
な
設
備
の
プ
ラ
ン
を

み
ん
な
で
つ
く
る 

④ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
に
管
理
組
織
を
つ
く
る 

⑤ 

設
備
を
導
入
す
る 

⑥ 
長
く
機
能
さ
せ
て
い
く
た
め
の
備
え
を
用
意
す
る 

ま
た
、
持
続
可
能
な
衛
生
環
境
は
、
与
え
ら
れ
て
で
き
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る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
達
成
手
段
と
し
て
次
の
よ

う
な
自
覚
や
認
識
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
折
に
ふ
れ
て

確
認
し
た
い
。 

⚫
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
応

分
の
責
任
を
担
う 

⚫
 

衛
生
環
境
は
み
ん
な
の
共
有
財
産
（
誰
か
が
ダ
メ
に

し
た
ら
み
ん
な
が
困
る
） 

⚫
 

長
続
き
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
、
は
じ
め
か

ら
備
え
を
す
る 

⚫
 

（
男
性
の
手
助
け
が
必
要
な
時
も
あ
る
け
れ
ど
）
家

族
の
健
康
に
関
心
が
高
い
女
性
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
と
る 

持
続
可
能
な
衛
生
環
境
を
形
成
す
る
に
は
、
次
の
プ
ロ

セ
ス
が
必
要
に
な
る
。 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
：
下
痢
症
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
（
感
染
経
路
や
感
染
リ
ス
ク
の
大
き
さ
）
を

学
び
、
衛
生
行
動
（
感
染
経
路
を
遮
断
す
る
）
を
考
え
る
。 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
：
衛
生
行
動
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

設
備
を
考
え
る
。 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
：
設
備
の
建
設 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
か
に
管
理
組
織
を
作
る
。 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
：
衛
生
環
境
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
備
え
を
す

る
。 

 

以
下
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ご
と
に
説
明
す
る
が
、
衛
生
環
境
の
管

理
に
か
か
わ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
と
５
は
合
わ
せ
て
説
明
す
る
。 

３
．
行
動
変
容
を
促
す
た
め
の
啓
発
活
動 

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
） 

 

衛
生
行
動
へ
の
変
容
を
促
す
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
Ⅰ
を
実
施
す
る
。 

（
１
）
対
象
者 

 

本
活
動
で
は
、
家
族
や
子
供
の
健
康
に
関
心
が
高
い
女

性
の
参
画
を
促
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
衛
生
管
理

を
主
体
的
に
担
え
る
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
の
対

象
者
は
女
性
と
し
た
。
参
加
者
は
多
い
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
各
世
帯
か
ら
１
名
と
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

密
集
、
密
閉
を
避
け
な
が
ら
行
っ
た
。 
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参
加
者
に
は
、
自
ら
の
衛
生
行
動
を
実
践
す
る
だ
け
で

な
く
、
得
ら
れ
た
知
識
等
を
家
族
や
参
加
で
き
な
か
っ
た

世
帯
へ
の
伝
搬
が
期
待
さ
れ
る
。 

（
２
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
手
順 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
下
記
の
手
順
で
行
う
が
、
全
体
の

進
行
を
担
う
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
及
び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
テ
ー
ブ
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
数
名
が

必
要
で
あ
る
。 

① 

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
：
簡
単
な
質
問
（
例
：
あ
な
た
の

周
り
で
非
衛
生
な
と
こ
ろ
は
？
／
今
日
こ
こ
に
来
る
ま

で
に
や
っ
て
し
ま
っ
た
非
衛
生
な
行
動
は
？
） 

② 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
と
目
的
確
認 

⚫
 

下
痢
症
リ
ス
ク
の
認
知 

⚫
 

衛
生
行
動
の
必
要
性
の
認
知 

⚫
 

衛
生
行
動
へ
変
容
す
る
機
会
と
す
る 

③ 

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム 

⚫
 

感
染
源
と
な
り
え
る
媒
体
の
抽
出 

⚫
 

感
染
ル
ー
ト
（
図
１
参
照
）
を
描
く
よ
う
に
カ
ー
ド

 
図１ 感染ルートの例 
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を
並
べ
る 

④ 

下
痢
症
リ
ス
ク
分
析
の
結
果
共
有
の
た
め
の
プ
レ

ゼ
ン―
シ
ョ
ン
：
（
３
）
教
材
参
照 

⑤ 

コ
レ
ラ
感
染
に
関
す
る
ビ
デ
オ
上
映 

[T
h

e sto
ry 

o
f C

h
o

lera (G
lo

b
al H

ealth
 M

ed
ia) ] 

 

⑥ 

正
し
い
手
の
洗
い
方
の
紹
介 

⑦ 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
の
例 

⚫
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
す
ぐ
に
実
践
し
た
い
衛
生

行
動 

⚫
 

家
族
や
ほ
か
の
人
に
衛
生
行
動
へ
の
変
容
を
促
に

は
？ 

⚫
 

も
っ
と
も
脆
弱
な
人
は
誰
？
そ
の
人
に
し
て
あ
げ

る
サ
ポ
ー
ト
は
？ 

（
３
）
教
材 

上
記
④
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
教
材
と
し
て
用

い
た
ス
ラ
イ
ド
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。 

① 

行
動
変
容
の
た
め
の
学
び 

健
康
な
生
活
に
向
け
た
行
動
変
容
の
契
機
と
す
る
た

め
、
以
下
の
こ
と
を
学
ぶ
。 

⚫
 

身
の
周
り
に
あ
る
感
染
媒
体
に
気
付
く 

⚫
 

感
染
リ
ス
ク
は
日
常
の
行
動
と
密
接
に
関
係
す
る 

⚫
 

感
染
リ
ス
ク
の
減
ら
し
方
を
学
ぶ 

② 

感
染
リ
ス
ク
の
説
明 

 

リ
ス
ク
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
な
ぜ
、
リ
ス
ク
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

⚫
 

リ
ス
ク
は
確
率
／
感
染
し
て
か
ら
で
は
遅
い 

⚫
 

リ
ス
ク
は
定
量
化
で
き
る
／
低
リ
ス
ク
の
環
境
で
、

我
々
は
安
心
で
き
る 

⚫
 

高
い
感
染
リ
ス
ク
が
も
た
ら
す
も
の
は
、
疾
病
に

と
ど
ま
ら
な
い
。「
非
衛
生
・
感
染
と
貧
困
の
連
鎖
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
的
損
失
・
貧
困
を
招
き
、

貧
困
か
ら
の
脱
却
を
難
し
く
す
る
。 

③ 
リ
ス
ク
の
指
標
＝
「
大
腸
菌
の
年
間
曝
露
強
度
」 

感
染
リ
ス
ク
の
大
き
さ
＝ 

大
腸
菌
濃
度×

感
染
媒
体
と
の
接
触
頻
度 
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リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
表
す
指
標
と
そ
の
構
造
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
ま
た
、
病
原
微
生
物
の
指
標
と
し
て
大
腸

菌
（E

. C
o

li

）
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
。 

④ 
リ
ス
ク
分
析
結
果
の
共
有 

い
く
つ
か
の
感
染
媒
体
の
リ
ス
ク
強
度
を
分
析
し
た

結
果
を
示
す
。
初
め
に
、
調
査
し
た
感
染
媒
体
を
示
し
、

高
リ
ス
ク
の
媒
体
を
考
え
て
も
ら
う
。 

⑤ 

リ
ス
ク
を
下
げ
る
に
は
？ 

最
も
高
リ
ス
ク
と
な
っ
た
汚
染
さ
れ
た
池
で
の
水
浴

を
取
り
上
げ
、
③
で
示
し
た
リ
ス
ク
構
造
か
ら
、
池
を
き

れ
い
に
す
る×

汚
染
さ
れ
た
池
に
入
る
頻
度
を
少
な
く

す
る
、
と
い
う
リ
ス
ク
低
減
方
法
を
考
え
る
。 

⑥ 

感
染
ル
ー
ト
を
断
つ 

感
染
ル
ー
ト
を
断
つ
た
め
に
は
、
行
動
変
容
が
求
め
ら

れ
、
適
切
な
行
動
変
容
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
を
も
た

ら
す
こ
と
を
理
解
す
る
。
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
作
っ
た
感
染

ル
ー
ト
（
図
１
）
を
断
つ
た
め
の
方
法
、
例
え
ば
、
「
き

れ
い
に
す
る
・
汚
れ
を
と
る
」
、「
手
を
洗
う
」
を
考
え
る
。 

 

⑦ 
*

ル
ミ
テ
ス
タ
ー
テ
ス
ト
結
果 

 

身
近
な
媒
体
（
携
帯
電
話
、
お
札
、
ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ

ッ
チ
、
遊
具
な
ど
）
、
な
ら
び
に
手
洗
い
の
前
後
の
手
の

ひ
ら
に
つ
い
て
、
現
地
で
測
っ
た
結
果
を
紹
介
。
石
け
ん

で
の
手
洗
い
後
の
手
の
ひ
ら
を
除
い
て
、
病
院
や
厨
房
の

管
理
基
準
値
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。 

 

（
４
）
啓
発
活
動
の
フ
ォ
ロ
ー 

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
か
ら
、
数
週
間
程
度
間

を
お
い
て
、
フ
ォ
ロ
ー
調
査
を
行
う
。
参
加
者
を
対
象
に
、

共
有
し
た
内
容
の
理
解
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
実
際
に

行
う
よ
う
に
な
っ
た
衛
生
行
動
、
学
ん
だ
こ
と
の
家
族
や

隣
人
へ
伝
え
た
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
る
と
と
も
に
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
世
帯
の
女
性
や
、
参
加
対
象
と
し
な
か
っ

た
男
性
も
調
査
の
対
象
と
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

が
伝
え
ら
れ
、
衛
生
行
動
が
促
さ
れ
た
か
を
確
認
す
る
。 

 
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
、
衛
生
行
動
を
実
践
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
回
答
は
少
な
く
な
い
が
、
参
加
者
が
ワ
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ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
教
え
ら
れ
た
知
識
を
正
し
く
理
解
し

た
か
と
い
う
点
で
も
、
参
加
し
て
い
な
い
人
へ
の
伝
搬
と

い
う
点
で
も
、
期
待
し
た
結
果
が
得
ら
れ
た
と
は
言
え
な

い
。 こ

れ
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
の
能
力
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
進
行
（
双
方
向
的
に
な
っ
て
い
た
か
な
ど
）、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ベ
ル
の
適
正
さ
な
ど
も
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。
参
加
者
以
外
へ
の
浸
透
が
不
十
分
な
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
調
査
結
果
を
踏

ま
え
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
考
え
る
必
要
が
る
。 

４
．
衛
生
行
動
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
設
備
等
の
導

入
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
・
３
） 

（
１
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
水
・
衛
生
設
備
の
実
態 

水
に
関
連
す
る
生
活
の
場
は
ほ
と
ん
ど
が
ト
イ
レ
の

前
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。 

 

ト
イ
レ
を
使
用
す
る
人
た
ち
は
、
ト
イ
レ
前
の
井
戸
で

水
を
汲
ん
で
ト
イ
レ
に
入
り
、
水
と
手
で
お
し
り
を
洗
っ

た
後
、
出
て
き
て
ト
イ
レ
前
の
井
戸
で
手
を
洗
う
。
そ
の

周
辺
で
は
、
婦
人
た
ち
が
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、

食
材
を
洗
っ
た
り
、
野
菜
の
皮
む
き
を
し
た
り
し
て
い
る
。

黒
い
バ
ケ
ツ
に
生
ご
み
を
た
く
さ
ん
入
れ
た
ま
ま
持
っ

て
き
て
、
ト
イ
レ
脇
の
空
き
地
に
撒
い
て
捨
て
た
あ
と
、

井
戸
水
で
簡
単
に
す
す
い
で
、
そ
こ
に
こ
れ
か
ら
調
理
す

る
食
材
を
入
れ
て
持
っ
て
帰
る
人
な
ど
も
い
る
。
炊
事
ば

か
り
で
な
く
、
ト
イ
レ
近
く
の
井
戸
に
飲
み
水
を
汲
み
に

来
る
人
も
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
ト
イ
レ
内
に
給
水

す
る
設
備
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
、
飲
み
水
専
用
の
井

戸
が
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。 

現
場
観
察
や
住
民
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
ト

イ
レ
前
の
空
間
で
、
住
民
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
図
２
に

示
す
。
子
ど
も
た
ち
の
体
を
洗
い
、
自
分
た
ち
の
水
浴
び
、

洗
濯
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
、
人
が
集
ま
る
行
事
を
行
う

身
近
な
広
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
時
に
は
結
婚
の
披
露
も

行
わ
れ
る
。 

（
２
）
設
備
の
整
備
方
針 

 

設
備
の
改
善
の
方
向
と
し
て
は
、
ト
イ
レ
内
に
給
水
し
、
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ト
イ
レ
内
で
必
要
な
水
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
飲
料
水

や
炊
事
に
使
う
水
源
が
な
け
れ
ば
、
別
の
井
戸
を
掘
り
、

そ
ち
ら
を
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
飲
用
、
炊
事
な
ど

の
水
利
用
用
途
と
、
ト
イ
レ
関
連
の
水
源
を
分
け
る
よ
う

に
す
る
。 

 

設
備
の
改
修
は
、
衛
生
行
動
を
定
着
し
や
す
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
こ
と
が
目
的
と
な
る
。
具
体
的
な
衛
生
行
動

と
し
て
は
、
確
実
な
便
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
ト
イ
レ
を
使
っ

た
後
の
石
鹸
で
の
手
洗
い
で
あ
る
。
ト
イ
レ
内
に
給
水
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
者
の
行
動
に
と
っ
て
不
可
欠
で

あ
り
、
後
者
の
行
動
の
た
め
に
、
ト
イ
レ
の
近
く
に
手
洗

い
場
を
設
け
る
。
図
２
の
よ
う
な
状
況
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
、
糞
便
が
飲
料
水
汚
染
源
と
な
っ
て
い
る
リ
ス
ク
が

あ
り
、
水
利
用
用
途
に
よ
っ
て
水
源
（
井
戸
）
を
分
け
る

こ
と
は
、
飲
み
水
の
水
汲
み
の
際
の
感
染
リ
ス
ク
を
低
減

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。 

図
２
に
対
比
さ
せ
て
、
改
修
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
３
に

示
す
。 

 
図２ トイレ前の空間での住民の行動 
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（
３
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
の
進
め
方 

 

こ
う
し
た
、
設
備
改
修
に
向
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ

に
参
加
し
、
必
要
な
衛
生
行
動
を
学
ん
だ
住
民
自
ら
が
、

行
動
変
容
の
定
着
に
必
要
な
設
備
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
を
行
う
。 

 

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
議
論
し
、
参
加
者
の
間
で
合

意
し
た
い
こ
と
（
出
力
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

① 

衛
生
環
境
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
は
何
か
？ 

② 

問
題
解
決
の
た
め
に
優
先
す
べ
き
こ
と
は
何
か
？ 

③ 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
設
備
を
ど
こ
に
設
け
る

か
？ 

④ 

設
備
改
修
な
ら
び
に
改
修
さ
れ
た
設
備
の
管
理
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割 

 

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
は
、
活
動
に
参
加
す
る

意
思
が
あ
り
、
後
述
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
メ
ン
バ

ー
候
補
と
な
る
１
０
名
程
度
と
し
、
以
下
の
手
順
で
行
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
の
ス
タ
ッ
フ
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
と

２
～
３
名
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
。 

 
図３ 改修後のイメージ 
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① 

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク 

こ
こ
で
の
話
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら

れ
る
。 

⚫
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
の
後
、
実
践
に
移
さ
れ
た
衛
生

行
動 

⚫
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
の
後
に
行
っ
た
フ
ォ
ロ
ー
調

査
の
結
果
か
ら
の
質
問 

② 

活
動
へ
の
参
加
意
思
確
認 

③ 

問
題
箇
所
の
確
認
。 

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
地
図
を
も
と
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
内
を
歩
い
て
巡
り
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
問
題
箇
所
を
記

入
し
て
い
く
（
写
真
１
）
。
こ
の
場
合
、
参
加
者
は
往
々

に
し
て
、
ト
イ
レ
の
ド
ア
や
屋
根
な
ど
ト
イ
レ
の
壊
れ
た

部
分
の
こ
と
を
訴
え
る
が
、
目
的
は
感
染
リ
ス
ク
低
減
に

必
要
な
衛
生
行
動
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
認

識
を
も
ち
な
が
ら
参
加
す
る
よ
う
、
注
意
を
促
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。 

④ 

上
記
の
「
出
力
」
に
つ
い
て
の
議
論 

「
出
力
」
の

③
に
お
い
て
、

ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
新
た

に
設
け
る
と

い
う
こ
と
は

多
く
な
い
の

で
、
既
存
の
ト

イ
レ
に
適
合

し
た
設
備
を

考
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
給

水
施
設
に
つ

い
て
は
、
新
設
、
既
設
を
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々

の
使
い
や
す
さ
な
ど
を
考
慮
し
、
適
切
な
位
置
に
つ
い
て

議
論
す
る
。 

図
４
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て

作
成
さ
れ
た
設
備
改
修
の
マ
ッ
プ
の
一
例
で
あ
る
。 

 
写真１ コミュニティ内巡回の様子 
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（
４
）
ト
イ
レ
周
り
の
水
供
給 

現
在
あ
る
浅
井
戸
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
横
取
り
し
て
、

ト
イ
レ
内
で
使
用
す
る
水
は
ト
イ
レ
内
に
出
せ
る
よ
う

に
す
る
（
図
５
）。 

① 

貯
水
タ
ン
ク
：
現
在
あ
る
も
の
は
使
用
。
壊
れ
て
い

る
も
の
は
新
た
に
用
意
。 

② 

台
座
を
上
げ
て
ポ
ン
プ
室
を
作
る
。 

 

③ 

現
在
の
井
戸
の
パ
イ
プ
か
ら
横
取
り
す
る
。 

 

 

 
図４ コミュニティにおける施設改修地図 

① 

② 

③ 

図５ トイレ周りの給水 
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完
成
後
の
全
体
状
況
を
写
真
２
に
示
す
。 

（
５
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水 

 
飲
料
水
源
と
し
て
適
切
な
井
戸
が
な
い
場
合
、
乾
季
に

も
安
定
的
に
揚
水
が
で
き
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

た
。
地
上
設
置
の
ポ
ン
プ
で
は
、
８
ｍ
程
度
以
上
の
揚
程
に

対
応
で
き
な
い
た
め
、
浸
漬
ポ
ン
プ
（S

u
b

m
ergib

le P
u

m
p

）

付
き
の
深
井
戸
を
導
入
す
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
ポ
ン
プ
は

写
真
３
に
示
す
よ
う
に
、
円
筒

形
を
し
て
お
り
、
地
下
水
面
下

に
設
置
す
る
。 

 

２
０
１
９
年
度
、
２
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
３
つ
の
浸
漬

ポ
ン
プ
付
き
深
井
戸
を
建
設

し
た
。
以
下
、
そ
の
際
の
工
程

や
コ
ス
ト
に
つ
い
て
整
理
し

て
お
く
。 

① 

井
戸
の
掘
削
か
ら
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
給
水
施
設
の
完
成

ま
で
の
工
期
は
約
３
か
月
で

あ
っ
た
。 

 
写真２ 完成後の全体状況 
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② 

給
水

施
設
一
式

の
施
工
費

は
、
１
７

１
・
０
０
０

Ｂ
Ｄ
Ｔ
で

あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
２
０

１
９
年
当

時
の
換
算

レ
ー
ト
、
約
１
・
３
円
／
Ｂ
Ｄ
Ｔ
と
し
て
円
換
算
す
れ
ば
、

約
２
２
万
円
と
な
る
。
浸
漬
ポ
ン
プ
付
き
深
井
戸
が
こ
の

コ
ス
ト
で
施
工
で
き
る
国
は
お
そ
ら
く
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
以
外
に
な
い
で
あ
ろ
う
。 

完
成
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
施
設
を
写
真
４
に

示
す
。 

 
 

 

   
 

写真３ 浸漬ポンプ 

写真４ 完成したコミュニティ給水施設 
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５
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
よ
る
衛
生
管
理 

（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
・
５
） 

（
１
）
組
織
メ
ン
バ
ー
の
構
成 

 
組
織
メ
ン
バ
ー
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
、
Ⅱ
を
通
じ

て
選
定
し
て
も
良
い
が
、
ク
ル
ナ
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ご
と
に
Ｃ
Ｄ
Ｃ
（C

o
m

m
u

n
ity D

evelo
p

m
en

t 

C
o

m
m

ittee

）
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
１
セ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
衛
生
管
理
を
担
う
組
織
（C

o
m

m
ittee

）

を
形
成
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
は
、
数
世
帯
か
ら
２
０
世
帯
程
度

が
利
用
す
る
共
同
ト
イ
レ
が
複
数
存
在
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
ト
イ
レ
を

利
用
す
る
世
帯
で
支
部
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
後
述
す
る
故
障
対
応
や
設
備
更
新
な
ど
を
考
え
た
場

合
、
基
本
的
に
財
政
面
の
理
由
か
ら
統
一
的
な
管
理
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

 

本
活
動
で
は
、
衛
生
管
理
を
担
う
組
織
は
、
女
性
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
構
成
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
き
た
が
、
交
渉

力
を
有
す
る
男
性
が
参
画
す
る
こ
と
も
妨
げ
な
い
。
こ
の

場
合
、
参
画
す
る
男
性
へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ
の
内
容

周
知
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
活
動
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
求
め
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は

女
性
に
あ
り
、
男
性
メ
ン
バ
ー
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
位

置
付
け
と
す
る
と
と
も
に
、
地
方
政
府
と
の
交
渉
な
ど
、

具
体
の
役
割
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
２
）
組
織
メ
ン
バ
ー
の
能
力
形
成 

 

組
織
メ
ン
バ
ー
の
日
常
業
務
は
、
ポ
ン
プ
の
稼
働
、
手

洗
い
場
の
石
け
ん
補
充
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
料
金
徴
収
、

入
出
金
の
記
載
な
ど
で
あ
り
、
標
準
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ー
ト
な
ど
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ド
（
外
部
者
）
か
ら

提
示
す
れ
ば
、
そ
の
業
務
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
一

通
り
の
説
明
を
受
け
れ
ば
、
自
立
的
に
で
き
る
作
業
と
考

え
ら
れ
る
。 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
こ
と
が
目
的
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化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
目
的
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
衛
生
行
動
を
励
行
し
て
い
る
か
、

ト
イ
レ
が
き
れ
い
な
状
況
を
維
持
さ
れ
て
い
る
か
、
設
備

に
故
障
、
あ
る
い
は
そ
の
前
兆
が
な
い
か
等
を
確
認
し
、

故
障
等
に
よ
る
機
能
停
止
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

な
ど
に
あ
り
、
結
果
を
活
さ
ず
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目

的
が
果
た
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
現
地
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
周
知
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。 

管
理
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
持
続
的
に
衛
生
環
境
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
故
障
や

ポ
ン
プ
等
の
設
備
更
新
、
こ
の
国
で
頻
発
す
る
サ
イ
ク
ロ

ン
等
自
然
災
害
等
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

費
用
の
算
定
、
負
担
方
法
の
決
定
、
そ
し
て
利
用
者
へ
の

周
知
が
課
題
と
な
る
。
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
こ

う
し
た
備
え
を
怠
り
、
修
繕
費
用
の
積
立
て
が
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
ト
イ
レ
内
へ
の
給
水
設
備
が
あ
り
な
が
ら
、
故

障
し
た
機
器
が
修
理
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
り
、

ト
イ
レ
の
ド
ア
が
壊
れ
て
も
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ

た
り
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
活
動
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
共

同
ト
イ
レ
が
作
ら
れ
た
時
、
管
理
組
織
が
形
成
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
持
続
的
な
管
理
が
機
能
し
て
い
れ

ば
、
今
回
の
活
動
そ
の
も
の
が
不
要
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
少
な
く

な
い
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
際
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
人
々
は
壊
れ
た
ド
ア
の
修
理
な
ど
を
望
む
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ
の
な
か
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

っ
た
の
か
、
何
を
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
事
態
を
招
か
ず
に

済
む
の
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
は
ど
う
か
。
こ
う
し

た
議
論
に
よ
り
、
身
近
な
題
材
を
も
と
に
、
当
事
者
と
し

て
問
題
解
決
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

上
述
の
備
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
（
１
）

で
述
べ
た
共
同
ト
イ
レ
ご
と
の
サ
ブ
の
管
理
組
織
が
独

立
し
て
し
ま
う
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
く
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つ
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
共
通
の
積
立
金
を
個
々
の

共
同
ト
イ
レ
の
修
理
費
に
使
う
こ
と
に
反
対
す
る
意
見

が
多
い
と
聞
く
。
自
分
が
一
部
を
負
担
し
た
積
立
金
を
自

分
が
使
っ
て
い
な
い
ト
イ
レ
の
修
理
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
。
相
互
扶
助
意
識
の
欠
如
、

保
険
と
い
う
概
念
の
無
理
解
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
克
服
す

る
こ
と
が
、
持
続
的
な
衛
生
管
理
に
必
要
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。 

も
う
ひ
と
つ
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
だ
い
じ
な
役
割
と
し
て
、

ユ
ー
ザ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
利
用
者

か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
対
応
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、

衛
生
行
動
が
徹
底
さ
れ
な
け
れ
ば
、
故
障
や
壊
れ
る
頻
度

は
高
く
な
る
。
い
っ
た
ん
故
障
す
れ
ば
、
使
え
な
く
な
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
く
の
人
が
水
と

衛
生
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
は
新
し
い
世
帯
が
入
居
し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
絶
え
ず
、
衛
生
行
動
を
徹
底
す
る
よ
う
に
注
意
喚
起

が
必
要
で
あ
る
。
注
意
喚
起
に
お
い
て
、
命
令
調
で
は
な

く
、
日
本
の
公
衆
ト
イ
レ
で
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
き

れ
い
に
お
使
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（T
h

an
k yo

u
 fo

r keep
in

g
 th

is to
ilet clean

）」
の
よ

う
な
標
語
を
掲
示
す
る
こ
と
も
、
衛
生
行
動
を
促
し
、
忘

れ
さ
せ
な
い
ひ
と
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
考
え
ら
れ
る
。 

コ
ミ
ッ
テ
ィ
は
少
な
く
と
も
年
に
１
回
は
組
織
の
総

会
を
開
き
、
そ
の
際
に
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
基
づ
い
て
、
共
同
ト

イ
レ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
の
問
題
点
と
対
応
策
に
つ

い
て
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
・
メ
ン
バ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
の
間
で
共

通
認
識
を
形
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
立
上
げ
時
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅲ
を
実
施
し
、
将
来
へ
の
備
え
に
つ
い
て
の

方
針
決
定
、
共
同
ト
イ
レ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
が
共
有

資
源
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
、
相
互
扶
助
意
識
の
必

要
性
な
ど
の
理
解
を
促
す
機
会
を
も
つ
こ
と
が
必
要
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
認
識
を
深
め
ら
れ
な
け
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れ
ば
、
６
．
で
述
べ
る
今
後
の
展
望
は
開
け
な
い
。 

（
３
）
設
備
の
使
用
ル
ー
ル
、
積
立
金
・
徴
収
料
金
の

設
定 

 

衛
生
管
理
を
担
う
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が
決
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
と
し
て
、
ト
イ
レ
な
ら
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

給
水
の
使
用
ル
ー
ル
、
故
障
対
応
や
設
備
更
新
に
備
え
る

た
め
の
将
来
へ
の
積
立
て
を
含
め
た
料
金
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
水
や
衛
生
は
、
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ポ
ン
プ
を

動
か
す
た
め
の
電
気
代
以
外
は
タ
ダ
（
無
料
）
だ
と
い
う

認
識
が
も
た
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
は
、
故

障
す
る
、
設
備
の
寿
命
が
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ス
ト

が
発
生
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
タ
ダ
だ
と
い
う
意
識
が
あ

る
か
ら
、
急
な
支
出
に
対
応
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
が
滞
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
本
来
享
受
す
る
べ
き
衛

生
環
境
を
失
い
、
感
染
リ
ス
ク
に
曝
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。 

 

コ
ミ
ッ
テ
ィ
・
メ
ン
バ
ー
の
責
任
や
役
割
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
利
用
者
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
）
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

基
本
的
に
は
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、
料
金
を
支
払
う
こ

と
で
あ
る
が
、
望
ま
し
く
は
、
利
用
者
は
登
録
料
を
払
っ

て
登
録
す
る
こ
と
で
、
共
同
ト
イ
レ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給

水
の
利
用
権
を
得
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が

示
し
た
利
用
ル
ー
ル
を
守
り
、
利
用
料
金
を
支
払
う
義
務

が
生
じ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
か
ら
利
用
し
て
き
た

共
同
ト
イ
レ
に
対
し
、
登
録
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
は
抵

抗
も
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。
要
は
、

各
人
に
共
同
利
用
施
設
の
一
利
用
者
で
あ
る
こ
と
、
利
用

す
る
に
は
責
任
が
伴
う
こ
と
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

使
用
ル
ー
ル
は
適
宜
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
例
と

し
て
、
当
初
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
給
水
の
給
水
時
間
を
限
定

し
た
が
、
そ
の
時
間
外
で
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か

ら
、
給
水
時
間
を
大
幅
に
拡
大
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ

る
。
こ
う
し
た
変
更
は
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が
行
う
こ
と
で
あ

る
が
、
変
更
理
由
の
説
明
と
周
知
が
必
要
で
あ
る
。
共
同
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ト
イ
レ
の
使
用
ル
ー
ル
と
し
て
、
次
の
ル
ー
ル
が
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
一
例
で
あ
り
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
・

メ
ン
バ
ー
と
利
用
者
が
協
議
し
て
決
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。 

⚫
 

ト
イ
レ
利
用
者
は
、
ト
イ
レ
清
掃
を
す
る
。 

⚫
 

使
用
後
、
便
器
を
正
し
く
水
洗
す
る
。 

⚫
 

子
供
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
親
が
注
意
す
る 

（
４
）
規
約
の
制
定 

 

コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
設
置
目
的
、
活
動
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
・
メ

ン
バ
ー
の
種
類
、
役
割
、
選
定
、
任
期
、
会
議
（
総
会
と

コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
定
例
会
議
）
、
利
用
者
の
責
任
、
会
計
、

関
係
機
関
、
規
約
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
た
規
約

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
標

準
的
な
規
約
の
ひ
な
型
を
作
成
し
た
。 

外
部
者
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
標
準
形
を
も
と
に
し

て
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
・
メ
ン
バ
ー
と
協
議
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ふ
さ
わ
し
い
規
定
を
作
成
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

料
金
や
使
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
変
更
す
る
可
能
性

が
高
い
の
で
、「
付
則
」
の
な
か
で
定
め
、
必
要
に
応
じ

て
柔
軟
に
変
更
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
適
当

で
あ
ろ
う
。 

６
．
今
後
の
展
望 

（
１
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
の
再
確
認 

 

本
活
動
は
、
現
地
の
関
係
者
の
協
力
の
も
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
自
立
的
に
衛
生
環
境
を
形
成
、
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
管
理
段

階
へ
移
行
し
て
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
活
動
の
早
い
段
階

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
、
支
援
す
る
外
部
者
そ

れ
ぞ
れ
が
な
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
表
１
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

ご
と
に
整
理
し
て
お
く
。
と
く
に
持
続
可
能
性
を
考
え
た

場
合
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
の
必
要
性
を
説
得
す
る
こ
と
が
外
部

者
に
強
く
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
（
２
）
で

述
べ
る
。 

都
市
貧
困
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
衛
生
環
境
の
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自
立
的
な
管
理
の
成
就
は

挑
戦
的
な
課
題
で
あ
る
と

も
言
え
る
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
外
部

者
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
上

表
１
の
各
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
あ

げ
た
こ
と
を
行
え
れ
ば
、
こ

の
課
題
は
克
服
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
、

何
か
が
欠
け
て
い
る
た
め

に
ど
こ
か
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
で

表
１
を
満
足
で
き
て
い
な

い
状
況
が
生
じ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
事
態
を
招
い

て
い
る
背
景
に
は
、
従
来
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
が

不
十
分
な
こ
と
、
物
理
的
な

支
援
の
量
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

 コミュニティ 外部者 

STEP１ （ワークショップ） 

⚫ 感染媒体ならびに感染経路の

認知 

⚫ 主な媒体の感染リスクの強度

を知る 

⚫ 感染リスクを減少させるため

の衛生行動について学び実践

に移す準備をする 

（ワークショップ） 

⚫ ワークショップの準備と提供 

（ワークショップ後） 

⚫ 衛生行動を実行に移す 

⚫ 衛生行動を定着させるための

要求事項を明らかにする 

（ワークショップ後） 

 

⚫ 要求事項を明らかにすること

のサポート 

STEP２ ⚫ 要求事項を満足させるための

方策を選定する 

⚫ 必要な施設の位置などを決め

る 

⚫ 設備計画を策定するためのワ

ークショップを準備する 

⚫ 要求事項を満たす方策案を用

意する 

STEP３ ⚫ 設備改善や施設建設に協力す

る 

⚫ 備改善や施設建設の監理 

STEP４ ⚫ コミッティ・メンバーの人選 

⚫ コミッティの役割と責任の自

覚 

⚫ 使用ルール、料金決定と利用者

への周知 

⚫ コミッティ・メンバーのトレ

ーニングの準備 

⚫ ルール設定、料金設定のサポ

ート 

⚫ 規約作成のサポート 

STEP５ ⚫ サステナビリティについて共

通認識を形成する 

⚫ 大規模修理や設備更新への備

えをする 

⚫ ユーザーとのコミュニケーシ

ョン 

⚫ 左記の準備の必要性について

説得 

➢ 共有財の概念周知 

➢ 備えをすることの経済的

優位性 

 

表 1 各 STEPにおけるコミュニティ・外部者の役割 



22 

 

ト
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
と
ら
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

終
了
後
は
関
心
を
示
さ
ず
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
が

置
か
れ
て
い
る
困
難
（
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
下
で
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
）
を
十
分
認
知
し
な
い
こ
と
な
ど
も
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
５
（
２
）
で
も
触

れ
た
が
、
相
互
扶
助
意
識
の
欠
如
や
保
険
の
概
念
へ
の
無

理
解
、
さ
ら
に
は
、
相
互
扶
助
意
識
と
も
関
わ
る
が
、
社

会
関
係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の
脆
弱
さ

な
ど
も
自
立
的
管
理
を
難
し
く
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
社
会
関
係
資
本
の
脆
弱
さ
な
ど
は
容
易
に
克
服
で
き

る
も
の
で
は
な
い
が
、
自
立
的
管
理
の
必
要
性
と
そ
れ
を

妨
げ
て
い
る
要
因
の
克
服
に
つ
い
て
、
一
連
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
な
か
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の
認
識
が
深

ま
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

（
２
）
協
同
組
合
の
設
立
：
必
要
性
と
課
題 

 

こ
こ
ま
で
、
自
立
的
管
理
を
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位

で
考
え
て
き
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
管
理
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
に
は
お
の
ず
と
差
が
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
の
教
育
・
啓
発
だ
け
で
は
そ
の
差
は
容
易
に
埋
ま
ら
な

い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
の
助
け
合
い

と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が
協
同
組
合
の
よ
う

な
組
織
を
作
っ
て
連
携
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
方
、
２
で
衛
生
環
境
は
共
有
財
産
で
あ
る
と
述
べ
、

表
１
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
の
と
こ
ろ
で
、「
共
有
財
の
概
念
周

知
」
と
書
い
た
。
衛
生
環
境
は
、
誰
か
が
ト
イ
レ
を
壊
し

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が
適
正
な
管
理

を
怠
っ
た
り
し
た
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
み
ん
な
が
困
る

と
い
う
意
味
で
、「
共
有
財
産
（
コ
モ
ン
ズ
）」
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
都
市
貧
困
層
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
近
接
し

て
立
地
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
、
感
染
の
蔓

延
な
ど
の
影
響
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
と
ど
ま
ら
な
い

可
能
性
が
高
い
。
人
々
が
頻
繁
に
行
き
交
う
と
し
た
ら
、

衛
生
環
境
は
、
か
な
り
広
い
範
囲
で
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
、
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感
染
の
流
行
は
抑
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
共
有
財
産
」
を
守
る
べ
き
範
囲

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
か
ら
拡
げ
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
協
同
し
て
相
互
に
助
け
合

う
「
協
同
組
合
」
を
考
え
る
こ
と
は
必
然
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
自
立
的
に
衛
生
環
境
を
維
持
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
協
同
組
織
が
機
能
し

な
け
れ
ば
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク

に
曝
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

協
同
組
合
の
役
割
と
有
用
性
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

り
、
Ｆ
Ｓ
Ｍ
（
後
述
）
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
管
理

の
高
度
化
に
も
つ
な
が
る
。 

⚫
 

管
理
に
関
す
る
経
験
情
報
を
交
換
・
共
有
で
き
る 

⚫
 

新
た
な
コ
ミ
ッ
テ
ィ
形
成
の
際
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る 

⚫
 

地
方
政
府
と
の
交
渉
窓
口
を
一
本
化
で
き
る 

⚫
 

衛
生
管
理
に
必
要
な
資
材
や
必
要
材
料
な
ど
を
共
同

で
調
達
ス
ト
ッ
ク
で
き
る 

⚫
 

自
然
災
害
に
よ
り
、
い
く
つ
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

同
時
に
被
災
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
協
力

で
き
る 

⚫
 

市
域
全
体
の
下
痢
症
等
の
感
染
リ
ス
ク
低
減
に
つ
な

が
る 

⚫
 

参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
腐
敗
槽
汚
泥
の
管
理

（F
ecal S

lu
d

g
e M

an
agem

en
t

：
Ｆ
Ｓ
Ｍ
）
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る 

⚫
 

行
政
負
担
が
軽
減
で
き
る 

⚫
 

将
来
的
に
は
石
鹸
な
ど
衛
生
関
連
グ
ッ
ズ
の
販
売
な

ど
に
よ
り
収
益
を
上
げ
て
、
財
政
基
盤
を
確
か
な
も

の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る 

 

し
か
し
な
が
ら
、
協
同
組
合
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
自
体
、

相
互
扶
助
意
識
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
啓
発
活
動
の
段
階
か
ら
相

互
扶
助
意
識
形
成
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
協
同
組
合
を
形
成
、
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
構
成
員
と
な
る
す
べ
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
人
々
に
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も
還
っ
て
く
る
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
が
、
意
識
形
成
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

協
同
組
合
の
必
要
性
を
理
解
す
る
に
は
、「
†

コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
」
と
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
オ
ス
ト
ロ

ム
が
提
唱
す
る
共
有
資
源
の
‡

管
理
原
則
を
ま
ず
は
、
支

援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
外
部
者
が
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 
* 

ル
ミ
テ
ス
タ
ー
：
病
院
に
お
い
て
高
頻
度
で
手
指
が
接
触
す

る
表
面
や
厨
房
で
食
品
が
接
す
る
表
面
を
対
象
に
行
う
Ａ
Ｔ
Ｐ

ふ
き
取
り
検
査
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
細
菌
類
等
を
計
測
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
「
き
れ
い
さ
」
の
指
標
と
し
て
使
え
る
。
単

位
は
Ｒ
Ｌ
Ｕ
（R

elative L
ig

h
t U

n
it

）
と
い
う
独
自
の
指
標

で
あ
り
、
病
院
で
は
５
０
０
、
厨
房
の
包
丁
、
水
道
栓
で
は
２

０
０
、
料
理
人
の
手
の
ひ
ら
で
は
２
０
０
０
が
管
理
基
準
と
し

て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
（
出
所
：

h
tt
ps
:/
/b
io
ch
em
if
a.
ki
kk
om
an
.c
o.
jp
/k
it
/a
tp
/s
up
po
r

t
/d
oc
um
en
t/

） 

† 

多
数
者
が
利
用
で
き
る
共
有
資
源
が
乱
獲
さ
れ
る
こ
と
に

 

２
０
２
２
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
の
展
望
を
踏
ま
え
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
を
進
め
た
い
。 

※ 

図
２
・
４
・
５
は
高
村
哲
作
成
、
写
真
は
高
村
な
ら

び
に
現
地
ス
タ
ッ
フ
撮
影 

よ
っ
て
資
源
の
枯
渇
を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
経
済
学
に
お
け

る
法
則
。
不
適
切
な
利
用
や
不
十
分
な
管
理
に
よ
っ
て
、
衛
生

サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇

的
な
こ
と
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

‡ 

い
く
つ
か
の
整
理
の
仕
方
が
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

衛
生
環
境
の
管
理
に
お
い
て
は
、
以
下
の
原
則
を
適
用
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
①
構
成
員
に
対
す
る
便
益
享
受
と
負
担
の

公
平
性
確
保
、
②
柔
軟
な
運
用
ル
ー
ル
と
そ
の
決
定
へ
の
参
加

権
確
保
、
③
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
④
ル
ー
ル
違
反
へ
の
制
裁
と
調

停 

https://biochemifa.kikkoman.co.jp/kit/atp/support/document/
https://biochemifa.kikkoman.co.jp/kit/atp/support/document/

